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広報 2令和２年12月号

シトラスリボンプロジェクト×津南町

　新型コロナウイルス感染症が拡大する中、全国的に、感染されたかたや濃厚接触者、医療従事者やその
家族などが、「うわさ話」や「心ない言動」、「差別」などにより、心に傷を負ったり、住みづらくなったり
する事例が出ています。
　このような中、愛媛県の有志グループ「ちょびっと 19 ＋」による「シトラスリボンプロジェクト」が
生まれました。このプロジェクトは、愛媛県特産の柑橘にちなみ、シトラス色のリボンや専用のロゴを身
につけたり掲示したりして、「ただいま」「おかえり」と受け入れられる思いやりある気持ちを広めようと
いうものです。
　津南町は、このプロジェクトの趣旨に賛同し、「シトラスリボンプロジェクト」を町中に広めていきます。
一人でも多くの皆様にご賛同いただき、それぞれの暮らしの場で「ただいま」「おかえり」と言いあえるま
ちになるよう、シトラスリボンの輪を広げていきたいと思います。（リボンやロゴで表現する 3 つの輪は、「地
域」と「家庭」と「職場（もしくは学校）」を示しています）

★シトラスリボンの作り方★
　シトラスカラー（柑橘をイメージした色）のリボン等を準備します。素材や色はあなたの創意工夫で。
その素材で「３つの輪」をつくれば出来上がり。作り方は、町ホームページ等を参照してください。

★シトラスリボンの使い方★
　シトラスリボンを身につけたり、おうちの玄関などに掲示したりしてみてください。温かい言葉ととも
に贈りあうのもよいかもしれません。

★シトラスリボンプロジェクトについて★
　下記のシトラスリボンプロジェクト公式ホームページで情報発信されています。
　https://citrus-ribbon.com/

津南町役場　福祉保健課



3 広報 令和２年12月号

家庭

職場
学校
・地域

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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令
和
元
年
10
月
16
日
、
津
南
町
本
ノ
木
遺

跡
と
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
）
壬じ

ん

・
田
沢
遺
跡

が
『
本
ノ
木
・
田
沢
遺
跡
群
』
と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
津
南
・
中
里

地
域
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
の

過
渡
期
に
あ
た
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
跡

が
多
く
分
布
し
て
い
る
地
帯
で
す
。
本
遺
跡

群
が
立
地
す
る
信
濃
川
・
清
津
川
の
合
流
点

は
特
に
顕
著
で
、
遺
跡
の
分
布
密
度
は
日
本

一
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
９
月
30
日
、
本
ノ
木

遺
跡
出
土
品
（
昭
和
31
年
・
32
年
調
査
出
土
品
）

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
記
念
し
て
、
本
ノ
木
遺
跡
と
津

南
町
に
お
け

る
、「
縄
文
時

代
草
創
期
」
の

魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。

本
ノ
木
遺
跡
と
は
!?

　

〜
学
界
を
席
捲
し
た

　
　
　
　
　
「
本
ノ
木
論
争
」
の
舞
台
〜

　

昭
和
31
年
８
月
、
長
岡
市
立
科
学
博
物
館

の
中
村
孝
三
郎
氏
に
よ
り
卯
ノ
木
遺
跡
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
後
に
、

地
元
の
郷
土
史
研
究
家
で
あ
る
石
沢
寅
二
氏

や
広
田
永
徳
氏
ら
に
よ
っ
て
、
一
段
上
の

段
丘
面
の
「
本
ノ
木
」
か
ら
尖
頭
器
（
石
槍
）

が
多
数
採
集
さ
れ
ま
し
た
。
報
せ
を
受
け
た

芹
沢
長
介
氏
は
、
そ
の
年
の
12
月
に
第
１
次

と
な
る
発
掘
調
査
を
敢
行
し
、
翌
年
に
は
第

２
次
調
査
が
山
内
清
男
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
第
１
次
調
査
か
ら
50
年
後
、
本

ノ
木
遺
跡
発
掘
調
査
団
に
よ
り
第
３
次
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
國
學
院
大
學
と
津
南

町
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
第
12
次
調
査
ま
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
、
尖
頭
器
石
器
群

と
押お

う

圧あ
つ

縄
文
土
器
群
が
混
在
す
る
形
で
出
土

し
た
水
田
面
で
あ
る
Ａ
地
点
と
、
押
圧
縄
文

土
器
群
の
単
一
集
中
部
が
発
見
さ
れ
た
杉
林

で
あ
る
Ｂ
地
点
と
に
分
か
れ
、
両
地
点
間
に

は
旧
地
形
と
し
て
の
浸
食
谷
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ａ
地
点
の
尖
頭
器
石
器
群
は
、「
本

ノ
木
型
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
特
徴
的
な
細

形
尖
頭
器
を
主
体
と
し
、
抉け

つ

入に
ゅ
う

削さ
っ

器き

や
掻そ

う

器き

お
よ
び
石
斧
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
尖
頭
器
は
、
精
巧
に
作
ら
れ
た
完
成

品
に
加
え
て
、
半
加
工
の
未
成
品
や
製
作
途

上
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
破
損
品
・
細
か
な

調
整
剥
片
類
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
い
ま

す
。
対
し
て
Ｂ
地
点
で
は
、
押
圧
縄
文
土
器

群
の
中
に
、
Ａ
地
点
と
は
顔
つ
き
の
異
な
る

石
器
群
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ａ
地

点
か
ら
出
土
し
た
土
器
片
66
点
、
石
器
１
，

２
１
４
点
お
よ
び
附つ

け
た
り

の
剥
片
・
石
核
16
点
が

国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

時
代
の
変
革
期

縄
文
時
代
草
創
期
の
津
南
町

本
ノ
木
遺
跡
の
史
跡
指
定
・
出
土
品
の
重
要
文
化
財
指
定
記
念

本ノ木遺跡　近景

国指定重要文化財
本ノ木遺跡出土品（石器の一部）

［
重
要
文
化
財
指
定
内
容
］

　１，土器片………………… 66点
　１，石　器…………… 1,214点
附１，剥　片………………… ９点
　１，石　核………………… ７点
（内　訳）
　１，土器片………………… 66点
　１，石　器…………… 1,214点
　　　　尖頭器………… 1,110点
　　　　削　器……………… 74点
　　　　掻　器……………… 18点
　　　　石　斧……………… 12点
附１，剥　片………………… ９点
　１，石　核………………… ７点
　　　　　  （計1,280点，附16点）

本ノ木遺跡の第１次調査風景本ノ木遺跡 第１次調査における尖頭器と土器の出土状況

Photo by T.Ogawa



特 集 時代の変革期　縄文時代草創期の津南町

5 広報 令和２年12月号

縄文時代草創期遺跡の数量比率の比較

縄文時代６期における時間の非等質性（▲は本ノ木遺跡の位置）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

津南町

新潟県

全　国

草創期以外
草創期

縄文時代
晩期後期中期前 期早　期草創期

10,000calBP

11,60015,700 7,000 5,470 4,420 3,220 2,350

現 代

　

第
１
次
・
第
２
次
調
査
後
、
出
土
し
た
遺

物
の
編
年
的
位
置
付
け
を
巡
っ
て
調
査
者
相

互
の
解
釈
が
対
立
し
、「
本
ノ
木
論
争
」
と

し
て
学
界
を
席
捲
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
量

に
出
土
し
た
尖
頭
器
と
土
器
が
直
接
伴
う
の

か
、
あ
る
い
は
時
間
的
前
後
関
係
を
持
つ
の

か
と
い
う
論
争
で
あ
り
、
土
器
を
後
世
の
紛

れ
込
み
と
位
置
付
け
た
芹
沢
長
介
氏
に
対

し
、
土
器
と
尖
頭
器
が
直
接
時
代
的
に
共
伴

す
る
と
主
張
し
た
山
内
清
男
氏
と
の
見
解
の

相
違
で
す
。
こ
の
論
争
は
そ
の
後
も
、
縄
文

時
代
開
始
期
の
時
代
観
と
遺
物
の
組
み
合
わ

せ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
議
論
と

し
て
、
現
在
も
な
お
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
遺
跡
出
土
品

は
、
日
本
に
お
け
る
縄
文
時
代
開
始
期
の
遺

物
の
組
み
合
わ
せ
と
、
そ
の
変
遷
過
程
を
知

る
上
で
、
他
に
比
類
の
な
い
資
料
で
あ
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
本
遺
跡
は
、
併
せ
て
史
跡
指
定
を
受

け
た
「
壬
・
田
沢
遺
跡
」
と
共
に
、
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
に
お
け
る
遺
跡

群
の
変
遷
と
、
信
濃
川
の
流
路
等
を
含
め
た

地
形
の
変
遷
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
、

遺
跡
と
自
然
環
境
・
地
形
の
変
化
を
明
確
に

で
き
る
全
国
で
も
稀
有
な
事
例
で
あ
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

縄
文
時
代
「
草
創
期
」
と
は
!?

　

縄
文
時
代
「
草
創
期
」
と
は
、
１
万
年
以

上
に
亘
る
長
い
縄
文
時
代
の
初
源
期
に
あ
た

り
ま
す
。
土
器
を
保
有
す
る
も
、
竪
穴
住
居

な
ど
の
居
住
痕
跡
を
示
す
文
化
要
素
が
明
瞭

に
現
れ
て
い
な
い
段
階
で
す
。
長
い
縄
文
時

代
の
中
で
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
右
図

上
）。
縄
文
文
化
の
代
表
と
も
言
え
る
、
火

焔
土
器
な
ど
の
装
飾
的
な
土
器
や
土
偶
、
石

棒
な
ど
の
大
形
石
製
品
が
登
場
す
る
の
は
、

縄
文
時
代
前
期
以
降
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

集
落
の
大
規
模
化
や
複
雑
な
墓
制
な
ど
が
展

開
す
る
時
期
も
同
様
で
す
。
こ
の
よ
う
に
縄

文
時
代
草
創
期
は
〝
縄
文
的
〟
な
文
化
要
素

が
顕
在
化
し
て
い
な
い
段
階
と
呼
べ
ま
す
。

　

縄
文
時
代
「
草
創
期
」
に
お
け
る
遺
跡
の

特
徴
は
、
ま
ず
も
っ
て
全
国
的
に
み
て
遺
跡

数
が
少
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
遺
跡
数
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
情
報
量
が
少
な
い

た
め
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
他
の

時
期
と
比
較
す
る
と
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
縄
文
時
代
「
草
創
期
」
の
遺
跡

が
発
見
さ
れ
る
と
、
非
常
に
貴
重
な
存
在
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
縄
文
時
代
遺
跡

の
う
ち
、「
草
創
期
」
の
遺
跡
数
は
10
％
に

も
み
た
な
い
で
す
が
、
新
潟
県
域
で
は
約

10
％
、津
南
町
で
は
40
％
以
上
が
「
草
創
期
」

の
遺
跡
で
す
（
上
図
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
地
域
は
縄
文
時
代
草
創

期
の
遺
跡
が
密
集
す
る
、
全
国
で
も
有
数
の

地
域
で
す
。
そ
の
象
徴
と
し
て
選
ば
れ
た
の

が
、『
本
ノ
木
・
田
沢
遺
跡
群
』
で
す
。

未
来
へ
の
軌
跡

　

こ
の
度
、本
ノ
木
遺
跡
と
そ
の
出
土
品
が
、

未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
べ
き
日
本
の
宝
と

し
て
認
め
ら
れ
、
恒
久
的
に
保
存
し
て
い
く

素
地
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
不
動
産
で
あ
る

遺
跡
は
大
地
（
ジ
オ
）
の
記
憶
そ
の
も
の
で

あ
り
、
動
産
で
あ
る
出
土
品
は
遺
跡
に
残
さ

れ
た
生
活
の
記
録
で
す
。
こ
れ
ら
を
地
域
の

文
化
的
資
源
と
し
て
捉
え
、ま
ち
づ
く
り（
郷

土
教
育
や
観
光
活
用
）
に
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
の
歴
史
・
文
化
の
特
色
で
も
あ
る

「
縄
文
時
代
草
創
期　

本
ノ
木
遺
跡
」
を
媒

体
と
し
て
、
縄
文
文
化
が
日
本
の
中
で
培
わ

れ
て
い
っ
た
意
義
を
、
広
く
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

国指定重要文化財　本ノ木遺跡出土品（土器片の一部）本ノ木遺跡の第２次調査　集合写真

Photo by T.Ogawa
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保
育
園
レ
ポ
ー
ト

３

　

こ
れ
ま
で
、
新
園
舎
の
整
備
計
画
や
整
備
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

既
存
園
舎
の
利
用
方
法
と
環
境
へ
の
意
識
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

既
存
園
舎
の
再
利
用
と

　
　
　
環
境
へ
の
意
識

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業
）
は
、
こ
れ
ま
で
津
南
町
保
健

セ
ン
タ
ー
を
間
借
り
す
る
形
で
運
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
本
ひ
ま
わ
り
保
育
園
増
築

に
併
せ
て
、
本
セ
ン
タ
ー
事
業
を
現
ひ
ま
わ

り
保
育
園
１
階
に
移
し
ま
す
。

　

新
し
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
専

用
の
乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
、
調
乳
室
を
新
た

に
設
け
、
よ
り
安
全
に
安
心
し
て
乳
幼
児
を

預
け
、
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
、「
つ

な
っ
ぺ
広
場
」「
子
育
て
相
談
」「
一
時
預
か

り
」「
一
時
保
育
」「
親
支
援
」
な
ど
、
各
種

事
業
の
更
な
る
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
園
舎
１
階
の
現
給
食
調
理
室

は
、保
育
士
の
休
憩
室
や
更
衣
室
に
改
装
し
、

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
待
遇
改
善
を
図
り
、
必
要
な
保
育
士
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
園
舎
２
階
の
現
３
歳
児
か
ら

５
歳
児
保
育
室
の
３
部
屋
は
、
５
歳
児
保
育

室
（
２
部
屋
）、
４
歳
児
保
育
室
（
１
部
屋
）
と

し
て
再
利
用
し
ま
す
。

既
存
園
舎
の
再
利
用

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

機
能
の
移
設

1 階

子育て支援
センター

増築棟への渡り廊下

既存園舎改修予定平面図

保育室

事務室

更衣室・休憩室

子育て支援センターでの
一時預かりや感染症発生
時の一時避難に利用します
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先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
町

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

新
し
い
生
活
様
式
に
即
し
た
保
育
園
運
営
を

目
指
し
、
増
築
棟
に
は
、
除
湿
型
放
射
冷
暖

房
設
装
置
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

①
省
エ
ネ

　

除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置
は
、
小
さ
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
連
続
運
転
す
る
こ
と
で
、
建
物

自
体
に
涼
し
さ
・
温
か
さ
を
蓄
え
る
た
め
、

省
エ
ネ
で
、
か
つ
快
適
な
室
内
環
境
を
実
現

し
ま
す
。

②
快
適
・
静
寂

　

連
続
運
転
す
る
こ
と
で
、
園
児
が
活
動
し

て
い
る
時
間
も
お
昼
寝
の
時
間
も
、
園
児
た

ち
が
登
園
す
る
前
や
降
園
し
た
あ
と
の
時
間

帯
で
も
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
機
械
的
な
運
転
音
や
強
制
的
な
風

を
お
こ
さ
な
い
の
で
、
静
寂
で
子
ど
も
た
ち

の
お
昼
寝
の
時
間
帯
で
も
、
睡
眠
を
妨
げ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
安
心
・
安
全

　

除
湿
型
放
射
冷
暖
房
は
鋼
管
チ
ュ
ー
ブ

に
、
夏
は
10
℃
か
ら
20
℃
の
冷
水
、
冬
は

30
℃
か
ら
40
℃
の
温
水
を
流
し
て
冷
暖
房
し

ま
す
。
暖
房
時
の
表
面
は
体
温
よ
り
少
し
高

い
く
ら
い
の
温
度
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が

触
れ
る
空
間
で
も
安
心
し
て
使
用
可
能
で

す
。
ま
た
、
空
気
を
吹
き
出
さ
な
い
の
で
、

埃
を
巻
き
上
げ
る
こ
と
も
な
く
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
に
も
有
効
で
す
。

④
衛
生
的

　

ダ
ク
ト
や
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
・
交
換
な

ど
が
不
要
で
、
構
造
も
シ
ン
プ
ル
で
本
体
も

冷
房
時
の
結
露
水
を
受
け
る
ド
レ
ン
パ
ン
も

簡
単
に
掃
除
が
で
き
衛
生
的
で
す
。

除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置

　
　
　
　
　

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

２階

遊戯室

既存園舎改修予定平面図

除湿型放射冷暖房装置イメージ図

4 歳児
保育室

5 歳児
保育室

5 歳児
保育室

増築棟への渡り廊下



広報 8令和２年12月号

　

町
で
は
、
除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置
の
導

入
に
よ
り
、
省
エ
ネ
対
策
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
併
せ
て
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
増
築
棟
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
に
寄
与
す
る
施
設
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
可
視
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
園
児
を
は
じ
め
、
保
育
士
、

保
護
者
と
家
族
、
ひ
い
て
は
地
域
住
民
の
環

境
教
育
、
環
境
意
識
を
向
上
さ
せ
る
機
能
を

併
せ
持
つ
、
ま
さ
に
次
世
代
型
の
新
し
い
保

育
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
初
期
投
資
に
は
費
用
が
ふ
く

ら
む
も
の
の
、
保
育
運
営
に
係
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
、
空
気
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
比

較
し
て
お
よ
そ
35
％
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
最
終
的
に
は
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
初
期
コ
ス
ト
は
回
収
が
で
き
、
経
費

の
削
減
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
の
冷
暖
房
使
用
に
係
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
も
年
間
で
お
よ
そ
35
％
削
減

可
能
と
な
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
対
応
し
た
保
育
施

設
と
し
て
、
環
境
教
育
に
配
慮
し
た
先
進
的

施
設
と
し
て
、
積
極
的
に
視
察
等
を
受
け
入

れ
る
こ
と
で
、
町
の
経
済
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◎
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム

　

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
は
、
地

中
か
ら
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
熱
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
暖
房
時
に
は
使
用
電
力
の
約

４
倍
の
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
他
の
熱
源
を
使
用
し
た
暖
房
方
式

と
比
較
し
て
も
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
２
分

の
１
か
ら
５
分
の
１
程
度
ま
で
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
動
力
に
電
気
だ
け
を
使

用
し
て
い
る
た
め
運
転
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
で
は
、
二
酸
化
炭
素
や
有
害
な
窒
素
炭
化

物
を
排
出
し
ま
せ
ん
。

脱
炭
素
化
社
会
の
実
現

　
　

地
中
熱
利
用
と
環
境
意
識

　

ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
、「
津
南
町
地
域
防

災
計
画
」
の
指
定
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
育
施
設
と
い
う
一
面
だ
け

で
な
く
、
有
事
の
際
に
地
域
の
重
要
な
避
難

場
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
非
常
用
発
電
装
置
を

設
置
し
て
い
る
公
共
施
設
は
、
津
南
町
役
場

と
津
南
病
院
の
２
か
所
の
み
で
す
。

　

町
は
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
増
築
棟
に
非
常

用
発
電
装
置
を
増
設
、
か
つ
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
地
中
熱
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
能
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
災
害
や
感
染
症
に
対
す
る
強
靭
性
）
と
脱
炭
素
化

社
会
を
同
時
に
実
現
す
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

地
域
住
民
を
守
る

　
　
　

避
難
場
所
の
拡
充

　身近な施設である十日町地域消防本部
の庁舎にも地中熱が利用されています。
消防本部では 24 時間体制で業務を行っ
ている通信指令室を中心に、地中熱を利
用した空調を使用しているほか、入り口
のスロープなどバリアフリーのための融
雪を行っています。
　また、庁舎内では地中の温度や、地中
熱を利用した電気の消費量を画像で確認
できるようになっています。

　地中熱は外気温に比べ夏場は 15℃から 20℃低く、冬場
は 10℃から 15℃高い安定した温度です。そのため、地中
熱ヒートポンプは空気熱源ヒートポンプと比較して少ない
電力で熱を作りだすことができます。

地中熱ヒートポンプシステムの特徴

↑地中熱利用に関する運転状況が表示されています 環境省資料より

安定した地中温度を利用するメリット
㊟図中の温度はイメージです。

ちなみに
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新
園
舎
に
つ
い
て
は
、
玄
関
が
町
道
中
央

線
（
以
降
、
病
院
通
り
）
に
面
し
て
お
り
、
今

ま
で
の
進
入
路
の
ほ
か
に
病
院
通
り
側
か
ら

も
進
入
し
や
す
い
よ
う
に
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
ひ
ま
わ
り
公
園
の
場
所
に

は
、
新
園
舎
と
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。
ひ

ま
わ
り
公
園
に
設
置
し
て
あ
っ
た
東
屋
は
、
す

で
に
整
備
済
み
の
新
園
庭
に
設
置
し
、
園
庭

の
隣
に
は
ひ
ま
わ
り
公
園
に
変
わ
る
植
樹
エ

リ
ア
を
整
備
し
、
津
南
の
森
を
再
現
し
ま
す
。

　

広
報
つ
な
ん
10
月
20
日
号
か
ら
３
回
に
わ

た
り
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
増
築
に
係
る
経
過

や
計
画
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
。
な
お
、
本
実
施
設
計
は
、
12

月
末
日
ま
で
に
あ
る
程
度
の
概
要
が
と
り
ま

と
ま
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
新
た

に
お
知
ら
せ
す
べ
き
情
報
が
入
り
次
第
、
本

紙
を
通
じ
て
住
民
の
皆
様
に
順
次
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

新
園
舎
等
の
配
置

終
わ
り
に
…

ひまわり保育園配置図

新園舎

町道中央線（病院通り）

至 津南病院→
町
道
落
水
線

至 

ご
み
処
理
場
→

現園舎

玄 関 駐車場

入 口
入 口

東 屋

入 口

駐車場

園 庭

植樹エリア

津南病院
医師住宅
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人口予想グラフ（国税調査）

10,029 人
9,226 人

8,470 人
7,772 人

7,111 人
6,485 人

国立社会保障・人口問題研究所資料より

平成27年（2015）令和2年（2020）令和7年（2025）令和12年（2030） 令和22年（2040）令和17年（2035）

　

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
、今
後
の
津
南
町
は
ど
の
よ
う
な
移
住
定
住
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
今
行
っ
て
い
る
活
動
を
含
め
て
今
後
す
べ
き
活
動
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図
１　

人
口
予
想
グ
ラ
フ

2
0
1
5
年
国
勢
調
査
に
基
づ
く
人
口
予
想
グ
ラ
フ
で
す
。

人
口
減
少
に
よ
り

　
　

考
え
ら
れ
る
影
響

コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
回
帰
の
流
れ
が
で
て
き
た

こ
れ
か
ら
の
移
住
で
地
域
が
で
き
る
こ
と

　

20
年
後
の
人
口
が
現
在
よ
り
65
％
に
減
少

し
た
場
合
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

●
集
落
の
普
請
作
業
で
維
持
し
て
き
た
農
道

や
水
路
の
管
理
が
困
難

●
集
落
の
消
費
生
活
を
支
え
て
き
た
小
売
店

の
消
失
に
よ
る
買
い
物
難
民
の
発
生

●
風
習
や
祭
礼
の
消
滅

●
学
校
や
病
院
の
統
廃
合

●
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
里
山
未
整
備
に

よ
り
、
鳥
獣
被
害
の
増
加

●
集
落
機
能
を
支
え
る
組
織
役
員
も
団
塊
世

代
が
高
齢
化
し
て
い
く
中
で
、
今
後
は
後

継
者
が
い
な
い
た
め
役
員
の
固
定
化

●
防
災
や
介
護
見
守
り
に
お
け
る
個
人
や
集

落
に
よ
る
相
互
扶
助
が
困
難

●
公
共
物
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
達

が
減
り
、
維
持
が
困
難

●
働
き
手
不
足
に
よ
る
企
業
の
人
材
不
足

●
地
域
経
済
の
規
模
減
少

　

津
南
町
の
人
口
は
こ
こ
５
年
間
で
毎
年
平

均
2
0
0
人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
都
市
か
ら
地
方
へ
の

移
住
の
流
れ
が
強
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
1
0
，
1
2
8
人
が
回
答
し
た
内

閣
府
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の
変
化

に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
20
歳
代
の

35
・
4
％
が
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

　

津
南
町
に
は
空
き
家
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
よ
り
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
数
は
少
な
い
状
態
で
す
。
移
住
希

望
者
に
こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
場
所
を
多
く
紹
介
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
地
域
の
人
が
空
き
家
の
紹
介
や
仲
介
を

す
る
こ
と
で
空
き
家
の
成
約
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
移
住
後
、
集

落
の
習
慣
や
農
業
の
や
り
方
、
雪
期
中
の
注

意
点
な
ど
を
移
住
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

人
が
い
る
と
安
心
に
繋
が
る
で
し
ょ
う
。
今

後
、
地
域
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
ど
う
行
う

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
移
住
者
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

て
い
る
と
回
答
し
て
お
り
、
東
京
23
区
20
歳

代
の
61
％
が
感
染
症
拡
大
前
に
比
べ
て
、
仕

事
よ
り
生
活
を
重
視
し
た
い
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
都
会
に
住
ん
で
い
る
若

者
は
田
舎
で
の
生
活
に
憧
れ
、
移
住
を
し
て

み
た
い
と
検
討
し
て
い
る
か
た
が
増
え
て
い

ま
す
。
今
は
S
N
S
の
普
及
に
よ
り
、
移

住
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
よ
り
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

移
住
定
住
を
検
討
す
る
人
達
が
増
え
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。

「集落での共同作業にも影響」

津
南
町
の
移
住
定
住
の

　

取
り
組
み
と
持
続
可
能
な
地
域

観
光
地
域
づ
く
り
課 

緊
急
レ
ポ
ー
ト
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津
南
町
移
住
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

津
南
町
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
今
後
の
津
南
町
の
人
口
減
少
や

移
住
者
の
受
入
体
制
を
構
築
し
て
い
く
移
住

定
住
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

10
月
26
日
津
南
町
役
場
大
会
議
室
と
旧

中
津
保
育
園
を
会
場
に
移
住
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
住
民
や
議
員
、
町
職

員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
２
会
場
で
54

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
域
で

求
め
る
移
住
者
像
と
、
各
移
住
者
が
求
め
る

移
住
先
像
は
必
ず
し
も
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
移
住
定
住
の
戦

略
を
立
て
る
中
で
地
域
ご
と
に
具
体
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
津
南
町
移
住
勉
強
会
」

■
内
容

　

こ
の
講
座
で
講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
い

た
、
湯
沢
町
の
移
住
定
住
相
談
窓
口
業
務
を

受
託
し
て
い
る
株
式
会
社
き
ら
星
の
伊
藤 

綾
社
長
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
ま
す
。

　
「
町
は
年
10
人
の
若
者
の
社
会
増
を
目
標

に
掲
げ
る
が
戦
略
が
見
え
て
こ
な
い
。
そ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
術
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま

で
の
移
住
者
と
こ
れ
か
ら
の
移
住
者
は
求
め

る
も
の
が
違
っ
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
の
移
住

者
は
あ
る
程
度
の
利
便
性
が
移
住
条
件
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
あ
る
程
度
の
給

与
水
準
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
、
す
ぐ
に
住
め

る
状
態
の
住
ま
い
が
あ
る
こ
と
、
15
分
圏
内

で
ス
ー
パ
ー
、
学
校
、
病
院
等
の
あ
る
生
活

環
境
が
あ
る
こ
と
、
外
か
ら
の
人
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
か
な

ど
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
住
民
の
地
域
へ
の

誇
り
）
は
大
切
。」

　

町
で
は
新
し
い
農
村
回
帰
の
流
れ
を
つ
か

み
、
少
し
で
も
人
口
減
少
を
緩
和
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
受

け
入
れ
先
と
な
る
地
域
の
人
々
と
共
に
考
え

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
津
南
出
身
の
若
者
が

帰
っ
て
き
や
す
い
環
境
も
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
事
業
の
要
件
等
に
つ

い
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

７
６
５
‐
５
４
５
４

●
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
「
津
南
で
田
舎
暮
ら
し
」

　

主
に
空
き
家
バ
ン
ク
や
イ
ベ

ン
ト
広
報
な
ど
の
情
報
発
信
を

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
津
南
住
み
ま
す
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
情
報
発
信
専
門
員
の

南
雲
一
人
さ
ん
一
家
が
津
南
町
で
生
活
し

て
い
く
様
子
を
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

●
移
住
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

県
主
催
の「
に
い
が
た
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
移
住
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ

ン
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
津
南
町
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
今
後
も
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
津
南
町
空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

　

津
南
町
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
空
き
家
改
修
、
家
財
道
具
等
処
分
、

資
材
等
購
入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
空
き
家
改
修　
　
　

上
限
30
万
円

・
家
財
道
具
等
処
分　

上
限
10
万
円

・
資
材
等
購
入　
　
　

上
限
20
万
円

●
お
試
し
体
験
住
宅

　

本
格
的
な
移
住
の
前
に
津
南
町
で
移
住
体

験
し
て
み
た
い
と
い
う
か
た
の
た
め
に
、
１

週
間
か
ら
３
か
月
程
度
の
短
期
間
用
の
お
試

し
体
験
住
宅
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
津
南
町
定
住
促
進
助
成
事
業
補
助
金　

　

津
南
町
へ
の
若
者
の
移
住
、
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
津
南
町
に
移
住
、
定
住
し
よ
う
と

す
る
か
た
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
基
本
補
助
金　

10
万
円

↑ QR コードを
読み込んでください。↑ QR コードを

読み込んでください。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
声

　

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
く
て
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
難
し
い
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
挨
拶
を
し
た
り
、
声
を
か
け
る
だ
け
で
も

い
い
か
ら
集
落
の
人
が
増
え
た
と
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。 

（
30
代
女
性
）
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

灯
油
漏
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

弁
護
士
に
よ
る

無
料「
法
律
相
談
」開
催

　

灯
油
を
取
り
扱
う
機
会
の
増
え
る
冬
期

は
、
毎
年
、
河
川
な
ど
へ
の
灯
油
の
流
出
事

故
が
多
発
し
ま
す
。

　

灯
油
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
小
分
け
中
は
そ
の

場
を
は
な
れ
な
い

〇
給
油
後
は
バ
ル
ブ
を
し
っ
か
り
閉
め
た
こ

と
を
確
認

〇
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
配
管
に
異
常
が
な

い
か
点
検

〇
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
雪
時
に
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
や
配
管
を
傷
め
な
い
よ
う
注
意

〇
油
が
流
出
し
た
場
合
は
、
元
栓
を
閉
め
、

流
れ
出
な
い
よ
う
応
急
処
置
し
、消
防
署
、

役
場
や
県
の
地
域
機
関
に
連
絡

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

十
日
町
地
域
消
防
署
南
分
署

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ

〇
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

〇
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
の
給
水
管

〇
給
湯
器
本
体
お
よ
び
給
湯
器
の
給
水
管

■
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に

　

凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
水
道
管
や

屋
外
水
栓
を
保
温
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
保
温
材
の
取
り
付
け
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
際
に
は
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
行

う
こ
と
で
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

く
ら
し

「
津
南
町
総
合
振
興
計
画（
案
）」

に
対
す
る
意
見
公
募

募
　
集

相
　
談

　

℡
７
６
５
‐
２
４
８
０

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
１
５
４

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
際
は
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
を
つ
け
て
、
自
然
に
解

け
る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
早
く

使
用
し
た
い
場
合
は
、
蛇
口
を
全
開
に
し
て

タ
オ
ル
等
を
あ
て
、
ぬ
る
ま
湯
（
約
50
度
）

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

※
破
裂
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
熱
湯
は
か　

け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

あ
る
程
度
時
間
が
経
過
し
て
も
水
が
出
な

い
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。（
業
者
へ

の
依
頼
や
作
業
に
つ
い
て
は
使
用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。）

　

工
事
事
業
者
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
左

記
の
津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

https://w
w

w
.tow

n.tsunan.niigata.
jp/soshiki/kensetsu/suidojigyosha.
htm

l

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　

１
月
13
日
㈬
、
２
月
10
日
㈬
、

　

３
月
10
日
㈬

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
１
・
２
月
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的
な
指
針

と
し
て
５
年
ご
と
に
「
津
南
町
総
合
振
興
計

画
」
を
策
定
し
て
い
る
ほ
か
、
人
口
減
少
対

策
及
び
地
域
活
性
化
策
と
し
て
「
津
南
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
定
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令
和
３
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
登
録

　

町
が
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用（
採
用
）

を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
登
録
の
申
し
込
み

を
さ
れ
た
か
た
の
中
か
ら
選
考
し
て
任
用
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
の
任
用
登
録
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
登
録
申
込
資
格

　

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
か
た

■
登
録
の
手
続
き

　

会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
登
録
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
総
務
班
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
総
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
任
用
登
録
・
選
考

　

申
込
者
は
任
用
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
、
町

が
任
用
を
必
要
と
す
る
場
合
、選
考
（
書
類
・

面
接
）
を
行
い
ま
す
。
登
録
は
令
和
３
年
度

１
年
間
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
の

申
し
込
み
は
、
申
し
込
み
の
日
か
ら
そ
の
年

度
末
ま
で
で
す
。
な
お
、
登
録
さ
れ
て
も
、

任
用
の
必
要
が
な
く
選
考
を
行
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
登
録
受
付
期
間

　

１
月
５
日
㈫
～
１
月
25
日
㈪

　
（
受
付
期
間
以
降
は
希
望
が
あ
れ
ば
随
時

受
け
付
け
ま
す
。）

■
職
種
・
報
酬

①
事
務
職

　
（
一
般
事
務
補
助
、
文
化
財
事
務
補
助
）

　

１
４
１
，
０
０
０
円
～

②
技
術
職

　
（
保
育
士
（
要
資
格
）、保
育
助
手
（
資
格
無
可
）、

看
護
師
等
）

　

１
４
１
，
０
０
０
円
～

③
技
能
・
労
務
職

　
（
調
理
員
、
用
務
員
、
労
務
補
助
等
）

　

１
４
１
，
０
０
０
円
～

④
学
校
技
術
職

　
（
栄
養
士
（
要
資
格
）、
支
援
員
（
特
別
支
援
を

要
す
る
児
童
の
補
助
）、
複
式
対
応
講
師
、
学

習
支
援
員
）

　

１
５
７
，
０
０
０
円
～

⑤
自
動
車
運
転
員

　

１
７
０
，
０
０
０
円
～

■
任
用
の
期
間

　

１
会
計
年
度
内
（
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
４
年
３
月
31
日
）

■
勤
務
条
件
・
手
当
等

〇
勤
務
時
間
は
原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
で
職
種
等
に
よ

り
始
業
・
終
業
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〇
町
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
、
通
勤

費
用
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
年
次
有
給
休
暇
を
は
じ
め
任
用
期
間
に
よ

り
各
種
休
暇
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

〇
勤
務
時
間
等
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
は
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

め
て
い
ま
す
。
両
計
画
の
終
了
期
間
を
迎
え

る
た
め
、
次
期
指
針
と
し
て
、
両
計
画
を
一

体
化
し
た
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
表
資
料

　

津
南
町
総
合
振
興
計
画
（
案
）

■
閲
覧
・
公
表
場
所

　

津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
津
南
町
役

場
総
務
課
窓
口

■
募
集
対
象

〇
町
内
に
住
所
が
あ
る
か
た

〇
町
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
個
人

や
法
人
な
ど

〇
町
内
に
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
か
た

〇
そ
の
他
、
案
件
に
具
体
的
な
利
害
関
係
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た

■
意
見
の
提
出
方
法

　

計
画
（
案
）
の
閲
覧
・
公
表
場
所
に
備
え

付
け
の
様
式
に
よ
り
、
住
所
、
名
前
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

〇
持
参　

総
務
課　

企
画
財
政
班

〇
郵
送　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地

　

津
南
町
役
場
総
務
課
企
画
財
政
班
宛

〇
FAX
７
６
５
‐
４
６
２
５

〇
mailsom

u@
tow

n.tsunan.niigata.jp

■
募
集
期
間

　

12
月
18
日
㈮
～
１
月
４
日
㈪

■
意
見
の
取
扱
い
に
つ
い
て

〇
頂
い
た
ご
意
見
を
津
南
町
総
合
振
興
計
画

審
議
会
で
検
討
し
た
上
で
、
計
画
（
案
）

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

〇
個
人
情
報
を
除
き
、
頂
い
た
ご
意
見
の

概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
考
え
を
公
表
し

ま
す
。

〇
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
か
た
に
対
し
て
、

個
別
の
回
答
や
提
出
さ
れ
た
意
見
用
紙
等

の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

北陸信越運輸局
からのお願い

　年末年始は人の動きが活発となり、鉄
道、バス、タクシー、旅客船等の公共交
通機関の混雑が予想されます。乗車（乗船）
される際は、マスク
の着用と換気にご理
解とご協力をお願い
いたします。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
関
連
情
報

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
お
い
て
、
新
規
感

染
者
数
は
、
11
月
以
降
全
国
的
に
増
加
傾
向

が
強
ま
り
、
過
去
最
高
の
水
準
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

近
隣
の
地
域
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
対
策
に
日
頃
か
ら
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
長
期
に
な
る
と
気
の

緩
み
も
出
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寒
く
な
る
と
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
時
期
で
す
が
、
ど
う

ぞ
皆
さ
ん
、
今
一
度
感
染
対
策
を
一
人
一
人

が
自
覚
し
て
行
動
に
移
し
、
こ
の
時
期
を
乗

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
．
基
本
的
な

　
　

感
染
防
止
対
策
の
実
施

●
マ
ス
ク
を
着
用

●
人
と
人
の
距
離
を
確
保

●
３
密
を
避
け
る

２
．
寒
い
環
境
で
も
換
気
の
実
施

●
機
械
換
気
に
よ
る
常
時
換
気
を

●
機
械
換
気
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
室
温
が
下
が
ら
な
い
範
囲
で
常
時
窓

を
開
け
る
（
窓
を
少
し
開
け
、
室
温
は

18
℃
以
上
を
目
安
！
）

３
．
適
度
な
保
湿

　
　
（
湿
度
40
％
以
上
を
目
安
）

●
換
気
し
な
が
ら
加
湿
を

　
（
加
湿
器
使
用
や
洗
濯
物
の
室
内
干
し
）

●
こ
ま
め
な
拭
き
掃
除
を

寒
冷
地
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
等
の
ポ
イ
ン
ト

引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
よ
り

一
部
抜
粋

飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

狭
い
空
間
で
の

　
　
　
　
　

共
同
生
活

居
場
所
の
切
り
替
わ
り

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る 

５
つ 

の
場
面

大
人
数
や

長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

●
飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同

時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。

　

ま
た
、
聴
覚
が
鈍
麻
し
、
大
き
な
声
に

な
り
や
す
い
。

●
特
に
敷
居
な
ど
で
区
切
ら
れ
て
い
る
狭

い
空
間
に
、
長
時
間
、
大
人
数
が
滞
在

す
る
と
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

●
ま
た
、
回
し
飲
み
や
箸
な
ど
の
共
用
が

感
染
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

●
仕
事
で
の
休
憩
時
間
に
入
っ
た
時
な

ど
、
居
場
所
が
切
り
替
わ
る
と
、
気
の

緩
み
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
感
染
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
あ
る
。

●
休
憩
室
、
喫
煙
所
、
更
衣
室
で
の
感
染

が
疑
わ
れ
る
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

●
マ
ス
ク
な
し
に
近
距
離
で
会
話
を
す
る

こ
と
で
、
飛
沫
感
染
で
の
感
染
リ
ス
ク

が
高
ま
る
な
ど
。

●
マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、

昼
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
の
事
例
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

●
車
や
バ
ス
で
移
動
す
る
際
の
車
中
で
も

注
意
が
必
要
。

●
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
、
接
待
を
伴
う

飲
食
、
深
夜
の
は
し
ご
酒
で
は
、
短
時

間
の
食
事
に
比
べ
て
、
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。

●
大
人
数
、
例
え
ば

５
人
以
上
の
飲
食

で
は
、
大
声
に
な

り
飛
沫
が
飛
び
や

す
く
な
る
た
め
、

感
染
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。

場 面

［ 1 ］
場 面

［ 2 ］

場 面

［ 3 ］
場 面

［ 4 ］
場 面

［ 5 ］



新型コロナウイルス関連情報

15 広報 令和２年12月号

令和２年 11 月９日㈪から新型コロナウイルス感染症に関する相談先及び連絡先が変更になっています。

12 月７日現在

※必ず事前に電話連絡をお願いします

■この記事に関するお問い合わせ 　福祉保健課　健康班　℡７６５- ３１１４

新型コロナウイルス感染症に関する
相談先及び連絡先

まずは電話連絡

発熱、風邪症状や強いだるさ等の症状のあるかた

発熱、風邪症状や強いだるさ等の症状のないかた

かかりつけ医など
地域の医療機関

どこに相談して
よいか

わからない場合

どこに相談して
よいか

わからない場合

または

または

かかりつけ医が
いる場合

一般的な相談を
希望する場合

新型コロナウイルス感染症
コールセンター

【平日】 午前８時 30 分～午後５時

TEL 025-282-1754

新潟県新型コロナ
受診・相談センター

毎日 24 時間対応（土日・祝日含む）

TEL 025-256-8275

津南町役場 一般相談窓口
【平日】 午前８時 30 分～午後５時 15 分

TEL 765-3114

十日町保健所 一般相談窓口
【平日】 午前８時 30 分～午後５時 15 分

TEL 757-2400

十日町保健所
【平日】 午前８時 30 分～午後５時 15 分

TEL 757-2401　FAX 757-2474
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令
和
２
年
分
の
税
申
告
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。
中
に
は
、
事
前
準
備
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備
に
取
り
か
か
り
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

e-

T
a
x
・
ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
確
定

申
告
会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
、
確
定
申

告
が
で
き
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
　

使
っ
て
申
告

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
又
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
を
利
用

し
て
、
e-

T
a
x
で
確
定
申
告
書
を
提
出

で
き
ま
す
。

②
事
前
に
税
務
署
で

　
　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の

　
　
　

手
続
を
行
っ
た
か
た
の
申
告

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
等
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
e-

T
a
x

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

は
、
税
務
署
で
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

方
式
を
利
用
予
定
の
か
た
は
、
事
前
に
発
行

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
か
ら
町
の
納
税
相
談
会
場
で
も
I
D
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
町
職
員
が
発
行

し
た
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
e-

T
a
x
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
印
刷
し
て
郵
送
等
で

　
　
　
　
　
　

税
務
署
に
提
出

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作

成
し
た
申
告
書
を
印
刷
し
て
提
出
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
、

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
も
不
要
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
で
入
力
し
て
い
き
最
後
に
印
刷
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

《
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
》

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」・「
税
の
情
報
・
手
続
・
用
紙
」
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
e-

T
a
x
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

　

e-

T
a
x
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

℡
0
5
7
0
‐
0
1
‐
5
9
0
1

【
受
付
】　

月
曜
～
金
曜

（
祝
日
等
及
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
）

確
定
申
告
・

　
住
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

１
．eイ

ー
タ
ッ
ク
ス

-

T
a
x
や
郵
送
提
出
で

　
　
　
　
　
　

接
触
の
な
い
確
定
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
雇
用
期
間

①
令
和
３
年
２
月
上
・
中
旬
～
３
月
下
旬

②
令
和
３
年
１
月
下
旬
～
３
月
中
旬

■
勤
務
時
間

①
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
の
間

で
５
・
５
時
間
（
休
憩
１
時
間
）

②
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間
で
５
・

５
時
間
ま
た
は
６
時
間
（
休
憩
１
時
間
）

■
仕
事
内
容

①
書
類
整
理
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
等

②
申
告
会
場
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
補
助
等

■
給　

与

①
時
給
９
０
０
円　

②
時
給
９
１
０
円

■
資　

格

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
の

基
本
操
作
）
が
で
き
る
か
た

■
応
募
方
法

　

担
当
者
に
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書

（
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
向
き
写
真
を
貼

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
、
面
接
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

面
接
の
際
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
簡
単

な
実
技
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
税
務
署　

総
務
課　

田
鍋

　

℡
７
５
２
‐
３
１
８
１

十
日
町
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
募
集



特 集 確定申告・住民税申告のお知らせ

17 広報 令和２年12月号

　

十
日
町
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
個
人
消

費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
、
次
の

と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。
混
雑
緩
和
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
会　

場

　

十
日
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

■
期　

間

　

令
和
３
年
２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈪

　
（
土
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

※
本
年
は
確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和

の
た
め
、
還
付
申
告
の
申
告
相
談
を
２
月
15
日
㈪
以

前
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
時　

間

　

相
談
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

※
午
後
４
時
前
で
あ
っ
て
も
、
相
談
受
付
を
終
了
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

十
日
町
税
務
署
に
お
け
る
確
定
申
告
会
場

へ
の
入
場
に
は
、「
入
場
整
理
券
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
は
、
当
日
会
場
で
配
付
し
ま

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
に
発
行
す
る
方

法
も
導
入
予
定
で
す
。
詳
細
は
次
号
で
掲
載

予
定
で
す
。

　

な
お
、
相
談
は
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
令
和

３
年
１
月
12
日
か
ら
運
用
開
始
）」
や
「
電
話
（
税
務

署
代
表
：
℡
0
2
5
‐
7
5
2
‐
3
1
8
1
、
自
動
音

声
案
内
で
『
１
』
を
選
択
）」
で
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
e-

T
a
x
の
事
前
準
備
や
申
告

書
の
作
成
手
順
は
、国
税
庁
専
用
サ
イ
ト「
動

画
で
見
る
確
定
申
告
」
で
も
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
。

　

申
告
会
場
内
で
は
、
毎
日
、
清
掃
・
消
毒

を
行
い
、
日
中
も
こ
ま
め
に
換
気
や
パ
ソ
コ

ン
等
の
消
毒
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
職
員
は
、

マ
ス
ク
等
を
着
用
し
て
対
応
し
、
自
ら
も
頻

繁
に
手
指
消
毒
を
行
う
ほ
か
、
毎
日
の
検
温

な
ど
体
調
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

　

来
場
さ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
以
下
の
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

○
検
温
の
実
施

　

入
場
時
に
検
温
を
実
施
し
ま
す
。
37
度
以

上
の
発
熱
が
認
め
ら
れ
る
場
合
や
検
温
に
ご

協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
入
場
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
か
た
や
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
か
た
の
来
場
は
お
控
え
く

だ
さ
い
。

○
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒

　

ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た

だ
き
、
入
口
等
で
手
指
消
毒
液
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
税
務
署

　

℡
７
５
２
‐
３
１
８
１

　

津
南
町
役
場
税
務
町
民
課
税
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

２
．十
日
町
税
務
署
は
早
め
に
申
告
相
談
を
開
始
し
ま
す
。

３
．相
談
会
場
で
の
感
染
予
防
の
お
願
い

津南町役場での申告相談は、令和 3 年 2 月
16 日㈫～ 3 月 15 日㈪で開設します。

　次に該当する場合は、国税庁ホームページ
（e-Tax など）か十日町税務署での申告をお願

いいたします。

会場：上郷クローブ座（旧上郷中学校）
時間：午前 9 時～正午、午後 1 時～ 3 時

2月16日㈫

会場：竜神の館
※昨年の岡公民館から変更しています。

時間：午前 9 時～正午、午後 1 時～ 3 時

2月17日㈬

会場：結東克雪管理センター
時間：午前 9 時 30 分～正午、午後 1 時～ 3 時
会場：米原公民館
時間：午前 9 時～正午 
会場：所平克雪管理センター
時間：午後 1 時 30 分～ 3 時

2月18日㈭

会場：役場 3 階大会議室
時間：午前 8 時 30 分～正午
　　　（受付：午前 8 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　午後 1 時～ 4 時
　　　（受付：午前 11 時 30 分～午後 4 時）

2月19日㈮～3月15日㈪ ※土・日曜・祝日を除く

津南町の申告相談日程
【令和 3 年度（令和 2 年分）】

■青色申告　■土地、建物等の譲渡所得
■株式等に係る譲渡所得
■先物取引に係る雑所得等
■初めての住宅借入金等特別控除の申告
■相続税　　■譲与税　　■消費税
■令和元年分以前の申告
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償
却
資
産

　 
（
固
定
資
産
税
）の

  

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
建
物
の
ほ
か
、
事
業
で
使
用
す
る
構
築
物
や
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
、
減
価
償
却
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
に
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
、
法
律
に
基
づ
き

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
方
法

　

前
年
に
申
告
し
て
い
る
か
た
は
、
１
年
間
の
増
減
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
年
に
電
算
申
告
を
し
た
か
た
、
事
業
を
始
め
た
か
た
、
新
た
に
申
告
す
る

か
た
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
す
べ
て
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
に
申
告
の
あ
っ
た
か
た
に
は
12
月

中
旬
に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
新

た
に
申
告
す
る
か
た
や
、
申
告
用
紙
が

届
か
な
い
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
し
た
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の

合
計
が
150
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

※自動車税・軽自動車税の対象となる乗用車・貨物自動車・自動二輪車・小型特殊自動車は除きます。

大型特殊自動車
発電機
ミキサー　など

乾燥機
耕運機
ビニールハウス　など

オイルチェンジャー
地下タンク
洗車機など

レントゲン装置
手術機器
歯科診療ユニット　など

製造機械設備
金型　など

理・美容いす
サインポール
洗面設備　など

駐車場のアスファルト
フェンス　など

商品陳列ケース
自動販売機
冷蔵庫　など

パソコン、コピー機、
エアコン、看板、舗装路面、
金庫、レジスター　など

厨房設備
冷凍冷蔵庫
カラオケセット　など

申告期限

令和３年２月１日㈪
お問い合わせ

税務町民課 税務班
℡ 765-3113

対象となる償却資産の例

建 設 業

農 業

製 造 業

理容業・美容業

共 通ガソリン販売業

医・歯科業

不動産貸付業

小 売 業 料理飲食業
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三
箇
地
区
担
当
の
川
村
で
す
。

　

日
が
沈
む
の
が
す
っ
か
り
早
く
な
り
、も

う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
冬
を
待
つ
今

日
こ
の
頃
で
す
。津
南
に
来
て
1
年
が
経
ち
、

去
年
と
は
違
っ
て
冬
の
過
ご
し
方
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

津
南
に
来
て
か
ら
は
畑
を
す
る
よ
う
に

な
り
、食
事
へ
の
考
え
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。

自
然
の
食
材
も
手
に
入
る
こ
と
か
ら
、ど
う

せ
食
べ
る
な
ら
体
に
い
い
モ
ノ
を
摂
取
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。特
に
発
酵

食
品
は
面
白
く
、最
近
で
は
お
味
噌
や
柿

酢
を
仕
込
ん
だ
り
、酵
母
を
起
し
て
パ
ン
を

作
っ
た
り
し
て
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の

か
た
へ
お
裾
分
け
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

旧
三
箇
小
学
校
の
活
動
と
し
て
は
、こ
の

秋
か
ら
移
住
体
験
ツ
ア
ー
が
再
開
し
ま
し
た
。

雪
国
の
文
化
や
、里
山
暮
ら
し
、農
業
に
興
味

が
あ
る
か
た
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、私
達
は

来
ら
れ
た
か
た
を
も
て
な
す
側
で
す
が
、参

加
者
の
か
た
の
津
南
に
対
す
る
興
味
の
話
を

伺
っ
て
い
る
と
、私
自
身
が
改
め
て
初
心
に
帰

る
瞬
間
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。私
も
、来
た

当
初
は
こ
の
土
地
で
見
る
様
々
な
事
が
新
鮮

で
し
た
が
、日
が
経
つ
に
つ
れ
て
そ
れ
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。雪
国
で
あ
る
が
故
の
自
然
の
恵
み
に
感
謝

を
し
、他
の
地
域
の
四
季
と
は
違
う
雪
国
な

ら
で
は
四
季
を
感
じ
る
こ
と
。今
は
特
別
な

環
境
に
い
る
ん
だ
と
再
確
認
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、旧
三
箇
小
に
毎
年
こ
ら
れ
て
い
た

台
湾
の
方
達
は
感
染
症
に
よ
り
行
き
来
が

な
く
な
っ
た
為
、十
日
町
振
興
局
に
後
援
い

た
だ
き
毎
月
オ
ン
ラ
イ
ン
で
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
す
。こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
目
的
と

し
て
は
、将
来
的
に
ま
た
妻
有
地
区
へ
の
再

訪
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
く
為
の
情

報
発
信
で
、そ
の
対
策
は
２
点
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
津
南
を
訪
れ
て
く
れ
た
方
達
の
四

季
を
通
し
た
写
真
を
整
理
し
て
、簡
単
な

観
光
の
思
い
出
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
る

事
。も
う
一
つ
は
、新
米
を
送
る
事
で
し
た
。

　

各
々
、完
成
を
目
指
す
工
程
で
煩
雑
な

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、冊
子
と
お
米
を
受

け
取
ら
れ
た
か
た
か
ら
、心
が
暖
か
く
な
っ

た
。と
意
見
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

遠
く
離
れ
て
い
て
も
誰
か
が
誰
か
を

想
っ
た
り
、誰
か
の
為
に
何
か
を
し
て
そ
れ

が
相
手
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
、心
に
暖
か
い

灯
が
灯
る
。想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
と
人
に

幸
せ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
す
。

　

私
は
、実
家
の
家
族
や
地
元
に
い
る
友
人

が
好
き
な
も
の
を
自
分
の
畑
で
作
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
贈
り
物
に
し
て
い
る
の
で
、同

じ
よ
う
な
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。い
つ
も

想
っ
て
い
る
よ
。と
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

今
も
農
業
現
役
で
す

十
二
ノ
木　

桑
原
キ
ノ
さ
ん（
91
歳
）

■
毎
年
『
い
ん
げ
ん
』
の

　
　
　

  

出
荷
を
し
て
い
ま
す

　

我
が
家
は
6
人
家
族
で
専
業
農

家
で
す
。

　

集
落
の
気
の
合
っ
た
3
人
の
仲
間

と
15
年
く
ら
い
前
か
ら
、『
い
ん
げ
ん
』

の
出
荷
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
土
壌

消
毒
や
畑
づ
く
り
、
畝
づ
く
り
は
孫

の
淳
さ
ん
の
協
力
を
も
ら
い
、
日
々

の
畑
の
管
理
、
朝
か
夕
方
の
涼
し
い

時
の
収
穫
、
選
別
作
業
、
指
定
場
所
へ
の

持
ち
込
み
は
、
全
て
自
分
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
7
月
10
日
頃
か
ら
10
月
半
ば
ま

で
出
荷
が
続
き
ま
し
た
。

　

3
人
の
仲
間
で
「
こ
う
や
っ
た
ら
上
手

く
い
っ
た
よ
」
と
の
情
報
交
換
は
研
究
心

を
養
い
、
年
数
回
の
懇
親
会
は
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

田
植
え
作
業
、
野
菜
の
収
穫
時
に
は
息

子
の
富
夫
さ
ん
と
孫
の
淳
さ
ん
と
一
緒
に
、

自
分
の
で
き
る
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

■
膝
に
水
が
溜
ま
る

　
　
　
　
　

こ
と
が
あ
っ
た

　

し
か
し
、
７
年
く
ら
い
前
に
は
膝
に
水

が
た
ま
り
膝
関
節
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
整
形
外
科
に
受
診
し
て
い
ま
し
た
。

「
膝
の
水
は
大
事
な
も
の
。
足
に
筋
肉
を

つ
け
れ
ば
膝
関
節
痛
は
な
く
な
る
」
と
淳

さ
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
80
歳
を
過
ぎ
て

筋
肉
は
つ
く
の
か
…
」
と
思
い
ま
し
た
が
、

『
年
相
応
で
で
き
る
体
操
（
ス
ク
ワ
ッ
ト
・

股
関
節
や
膝
関
節
の
柔
軟
体
操
、ス
ト
レ
ッ

チ
）』
と
『
歩
く
』
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
体

操
は
風
呂
上
り
の
寝
る
前
に
毎
日
続
け
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
膝
に
水
が
た
ま
る
こ

と
も
な
く
、
膝
関
節
痛
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
い
ろ
ん
な
仲
間
と
の

　
　
　
　
　

交
流
は
楽
し
い

　

町
の
長
生
学
園
で
は
社
交
ダ
ン
ス
に
取

組
み
、
集
落
の
公
民
館
で
週
１
回
実
施
し

て
い
る
健
骨
体
操
に
参
加
、
菩
提
寺
で
の

御
詠
歌
な
ど
と
、
い
ろ
ん
な
仲
間
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
日
、
夕
方
、
愛
犬
タ
ク
と
集
落
の
中

を
散
歩
す
る
こ
と
も
日
課
で
す
。
散
歩
の

途
中
、
声
を
掛
け
ら
れ
話
し
込
む
こ
と
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

キノさん（91歳）と愛犬タク（♂11歳）
これから散歩に向けて出発です！！

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



いきいき
大好き
津南町
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※メタボリックシンドロームとは、「内臓
脂肪型肥満」に上記のいずれかが加わっ
た状態をいいます。

高血圧
＋ ＋ ＋

高血糖 脂質異常

腎硬化症糖尿病性腎症
内臓脂肪型肥満

メタボリック
シンドローム CKD（慢性腎臓病）

運動不足運動不足食生活の不摂生食生活の不摂生

慢性腎不全

年
１
回
の
健
診
を
活
か
そ
う
！

大
切
な
腎
臓
を
守
る
た
め
に

　

腎
臓
は
、
背
中
側
の
腰
の
あ
た
り
に
左

右
１
つ
ず
つ
あ
る
、
握
り
こ
ぶ
し
大
（
重
さ

１
２
０
～
１
５
０
ｇ
）
の
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形

の
臓
器
で
す
。
小
さ
な
臓
器
で
す
が
、
血
液

の
流
入
量
が
非
常
に
多
く
、
生
き
る
上
で
と

て
も
大
切
な
働
き
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
、
腎
機
能
が

正
常
の
60
％
以
下
に
低
下
し
て
い
る
か
、
蛋

白
尿
が
出
る
な
ど
の
腎
障
害
が
３
か
月
以
上

続
く
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
が

悪
化
し
、
慢
性
腎
不
全
（
血
液
を
十
分
に
ろ
過
で

き
な
い
の
状
態
）
に
な
る
と
、
透
析
に
よ
り
人
工

的
に
血
液
を
浄
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
の
過
剰
蓄
積
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
や
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
高
血

圧
、
糖
尿

病
、
脂
質

異
常
症
は
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

発
症
・
悪

化
に
深
く

関
係
し
て

い
ま
す
。

腎
臓
の
３
つ
の
働
き

　
　
　
　

◉
血
液
中
の
老
廃
物
を
ろ
過
す
る

　

腎
臓
は
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る
か
ら
だ
に

不
要
と
な
っ
た
老
廃
物
を
ろ
過
し
、
尿
と
し

て
排
出
し
ま
す
。

　
　
　
　

◉
体
内
の
水
分
量
や

　
　
　
　
　
　

電
解
質
バ
ラ
ン
ス
の
調
整

　

腎
臓
は
、
か
ら
だ
に
必
要
な
水
分
や
電
解

質
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
）

を
一
定
に
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
腎

臓
の
機
能
が
悪
く
な
り
、
水
分
量
や
電
解
質

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
む
く
み
が
出
た

り
、
高
血
圧
や
心
不
全
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
　
　
　

◉
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
産
出

　

腎
臓
は
ホ
ル
モ
ン
を
つ
く
り
、
か
ら
だ
を

健
康
な
状
態
に
保
つ
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

腎
臓
が
つ
く
る
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
血
圧
を
調

整
す
る
も
の
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
も
の
、
血

液
を
つ
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
中
で
も
糖
尿
病
は
、
糖
尿

病
性
腎
症
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
津
南
町
で
は
、
糖
尿
病

の
治
療
を
し
て
い
る
か
た
の
割
合
が
県
平
均

に
比
べ
て
高
く
、
男
女
と
も
に
50
歳
代
か
ら

増
加
し
て
い
ま
す
（
※
グ
ラ
フ
①
参
照
）。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、
病
院
受
診
を
控
え
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、
治
療
を
中
断
す
る
と
、
糖
尿

病
の
合
併
症
を
発
症
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

受
診
を
継
続
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
初
期
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
健
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
治
療
が
大
切

で
す
。
健
診
の
結
果
か
ら
、
保
健
指
導
判
定

値
以
上
の
数
値
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

　

津
南
町
に
は
、
腎
臓
の
専
門
医
が
不
在
で

あ
り
、
直
接
の
受
診
が
難
し
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
透
析
に
な
っ
た
場
合
、
通
院

の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

見
た
目
で
は
分
か
ら
な
い
腎
臓
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
健
診
を
毎
年
必

ず
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）と
は

健
診
結
果
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
危
険
度
を
チ
ェ
ッ
ク

検査項目 異常なし 保健指導
判定値

受診勧奨
判定値

腎
機
能

クレアチニン
（mg/dl）

男性 1.1 以下 男性 1.2 以上 男性 1.4 以上

女性 0.9 以下 女性 1.0 以上 女性 1.1 以上

eＧＦＲ
(ml/分1.73㎡) 60以上 45以上、60未満 45未満

尿
検
査

尿蛋白 （－）（±） （＋）以上

尿糖 （－） （±）以上

尿潜血 （－）（±） （＋）以上

・クレアチニン及び尿潜血は健診における必須項目でないため、測定されないこ
とがあります。

・尿蛋白や尿潜血の結果によっては、eGFR値に関わらず受診が必要になります。

グラフ①　糖尿病治療者の割合（男女別）

0

5

10

15

20

25

30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 70～74歳 年齢65～69歳

男性

女性

%

4.7

1.4

5.5

1.7

11.4

5.6

14.8

11.6

15.314.8

19.920.6

参照：ＫＤＢシステム　厚生労働省様式(様式3-2)糖尿病のレセプト分析より編集

そ
の
１

そ
の
2

そ
の
３

今月は
清水 清蘭

保健師
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高齢になると口の機能が弱まり、口の中が乾燥しやすくなります。

口の中が乾燥し、細菌が増えると、虫歯になる、口がまずい、

肺炎になりやすいなどと言われています。

　冬の時期は空気も乾燥し、風邪をひきやすくなります。

口の健康を保つための取組みを紹介します。

ブクブクうがいは頬や舌をスムーズに動かす効果があります。
ガラガラうがいは下の奥の筋力を高め、飲み込む力を維持できます。

　唾液を増やし、口の中の細菌や汚れを洗い
流す働きを促しましょう！

「あー」 と口を大きく開く
「いー」 と口を大きく横に広げる
「うー」 と口を強く前に突き出す
「べー」 と舌を突き出して下に伸ばす

☆１日３回、食事の前にゆっくりと10回ずつ、
無理のないように、口を動かしましょう

　口呼吸から鼻呼吸になることで、口の乾燥を
防ぎ、唾液が増え、風邪予防につながります。

口の健康で風邪予防！

いつものうがいに、もうひと工夫!!

唾液腺マッサージ あいうべ体操

水を口に含み、頬全体
を膨らませて、３回ほ
どブクブクし、水を吐
き出す。

水を口に含んで上を
向き、のどの奥で15秒
ほどガラガラして、水
を吐き出す。

耳下腺(じかせん)への刺激
　指をほほ（耳の前）あたりに当て、
前の方に円を描くように回す。

顎下腺(がっかせん)への刺激
　親指をあごの骨の内側のやわら
かい部分に当て、耳の下からあごの
下まで３～４か所順番に押してい
く。1か所ゆっくり5回ずつ。

舌下腺(ぜっかせん)への刺激
　両手の親指をあごのとがった部
分の内側のくぼみに当て、10回く
らいゆっくり押し上げる。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ

こん
にちは
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衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

郷土料理を見直しませんか？
　皆さん郷土料理と聞くとどのようなイメージ
をお持ちでしょうか？
　難しそう、古臭いと思われるかたも多いと思い
ます。では、津南町の郷土料理というと何が思い
浮かびますか？私は雑穀ひら、あんぼ、野沢菜漬
けなどが浮かびます。いずれも雪国ならではの知
恵（乾燥、塩漬け、貯蔵等）がつまっています。
　私が所属する町の生活改善グループ連絡会で
は毎年12月に町内小中学校の給食であんぼの
提供をさせてもらっています。あんぼは、昔は良
い米は売り、くず米を粉にし、朝ご飯として食べ
ていたようです。今の子どもたちに話すと「いい
なー」という反応ですが、昔のあんぼは中に具な
ど入っておらず、ぼそぼそして美味しくはなかっ
たそうです。今のデザート的な扱いではなかった
のですね。

　ちなみにあんぼは津南町が発祥の地なのだそう
です。先人の知恵の素晴らしさ、奥深さを感じ、年々
思い入れが強くなってきています。家庭にあった味
でつないでいけたらいいと思います。
　これからお正月がやってきます。おせち料理で自
慢の一品を作ってください。

農村地域生活アドバイザー　大関和子（上加用）

農
業
の

知
識

豆

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡：765-3115

　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国

際
大
会
は
、
国
内
外
の
お
米
を
一
堂
に
集

め
、
こ
れ
を
審
査
・
評
価
し
、「
良
質
な

米
作
り
」
に
日
々
精
進
す
る
生
産
者
や
生

産
者
団
体
を
支
援
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
認

め
る
こ
と
を
目
的
に
米
・
食
味
鑑
定
士
協

会
の
主
催
に
よ
り
、開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
22
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
in
富
士
山
が
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
で

11
月
28
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
無
観
客
で
実
施
さ
れ
、
金

賞
・
特
別
優
秀
賞
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
全
体
の
応
募
数
は
４
，

７
５
５
件
、
う
ち
津
南
町
か
ら
87
件
が
応

募
さ
れ
、
津
南
町
貝
坂
の
（
農
）
グ
リ
ー

ン
ア
ー
ス
津
南
が
大
型
法
人
部
門
50　

以

上
で
最
高
賞
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

国
際
名
稲
会
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
褒
章
）
会
員

　
（
農
）
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南
の
代
表
で
あ

る
桑
原
健
太
郎
さ
ん
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
過
去

に
５
回
以
上
の
入
賞
と
国
際
総
合
部
門
で
３
回

以
上
の
金
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
生
産
者
が
使
用

で
き
る
名
称
で
あ
る
国
際
名
稲
会
会
員
（
全
国

で
７
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

津
南
町
で
令
和
５
年
度
に
開
催

　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
が
令

和
５
年
度
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
関
係
で
令

和
４
年
度
→
令
和
５
年
度
に
変
更
）
に
津
南
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

品
質
・
食
味
向
上
に
向
け
、
コ
ン
ク
ー

ル
に
来
年
度
応
募
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
津
南
町
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

出
品
費
補
助
や
実
証
ほ
場
の
設
置
な
ど
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

第
22
回 

米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会

～（
農
）グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南  

金
賞
受
賞
～

( 農 ) グリーンアース津南の桑
くわ

原
ばら

健
たけし

さん ( 左 ) と藤
ふじ

ノ
の

木
き

隆
たか

広
ひろ

さん ( 右 )

ha

↑津南町の郷土料理集『昔なつかし津南のごっつぉ』は
観光地域づくり課で販売中！
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農
業
委
員
会
の
窓

↑藤ノ木稔会長職務代理（左）と涌井直会長（中央）が
建議書を町長へ提出

　今年は稀にみる小雪による水不足への懸念や
観測史上に残る遅い梅雨明けなど激しい気象変
動に見舞われた年でした。また新型コロナウイル
ス感染症が全世界へ拡大し、日本においては改
めて食料自給率向上の重要性を再認識する必要
があると感じさせられました。
　津南町の農産物は品質面では高い評価をいた
だいている一方で、消費者への十分な広報が不
足しています。今まで以上に地域の持つ有利性を
効果的に活用したトップセールスも必要です。さ
らなる津南町農業の発展のために、日頃から地
域農業を見守る津南町農業委員会から町へ農業
施策に関する建議を提出しましたので、概要をご
紹介します。

●家畜排泄物処理と家畜伝染病の未然防止対策への
　適正指導の実施
　地域の生活環境へも配慮した適正管理の指導。国内や近隣県
で発生しているＣＳＦ（豚熱）や家畜伝染病の未然防止対策。
●耕種農家と畜産農家の連携による堆肥処理対策
　堆肥施用は優良農産物生産を図る上では欠くことができない
資源のため、農地への還元が図られる対策と支援。
●津南町の畜産の現状と対策
　町における畜産は規模拡大や投資をし
ても、現状維持が精いっぱい。後継者のた
めにも地域にあった環境づくり、大規模
施設利用型の団地化を要望。

●農業労働者対策
　新規就農者・外国人技能実習生の窓口の検討。
●農地の面積の把握
　優良農地の面積把握。

●畑地の輪作体系の確立
　畑作の生産力を高めるため新たな輪作体系の検討。
●スマート農業の推進
　最先端技術を使い、年齢や性別を問わずできるスマート農業の推進。

●後継者への支援体制の強化
　担い手農家の後継者が希望をもって就農できるような町単独
の支援。一戸一法人や兼業農家を含めた中規模農家への支援。ま
た、新規就農者が要望等をあげられる体制の検討。
●ＰＲ力の強化
　農業の魅力や良さを町内の子どもたちをはじめ、町内外で就農
を検討している人や就農を希望する人、定年退職者など多くの
方々へ知ってもらい、就農に繋がるような事業や施策を検討・発信。
●後継者への支援体制の強化
　基盤整備に伴う集落営農、または集落を超えた組織経営体に
よる農地集積などの講演会、成功事例の情報発信。基盤整備後の
負担軽減もしくは負担ゼロ施策の検討。

畜産振興対策 担い手・農地集積対策

そ
の
他

「食卓は津南の恵みから」 元気な津南町農業の発展を目指そう

令和３年度に向けて

令和２年11月５日㈭

津南町農業施策に関する建議提出

●認証制度の継続と気象変動に強い津南産米の知名度強化
　新たな品種を町で品質比較、試験等の取り組みや気象変動に強
いお米の生産のための堆肥施用に対する助成制度継続。
●米販売戦略会議（仮）の開催
　津南産米の知名度強化を図り、販売量を増大させるために『津
南町米販売戦略会議（仮）』を立ち上げ、津南産コシヒカリのPR
と販売戦略計画の策定。
●中山間地直払いや多面的機能支払　
など国補助の有効活用
　中山間地域の農地維持には必要な事業で
あるが事務処理が負担のため、事務の簡素化
や請負組織の法人化に向けた支援。

●基幹作物栽培の推進と新品目への取り組み
　新たな有望品目への取り組みと農産物のブランド化の推進、GI
の有効活用、契約栽培の拡大。雪下にんじんに続く雪を利用した新
しい野菜の研究を官民一体での取り組みと雪下作物の除雪費補
助。国営事業で開発された畑の災害復旧にかかる費用補助。
●有害鳥獣など駆除対策の強化
　クマやイノシシ用のワナの増設や大型ワナの導入、猟犬を活用
した有害鳥獣対策の導入。猟友会会員を増
やすために資格取得後にかかる費用補助
や活動の継続可能な補助制度創設。

稲作振興対策 畑作振興対策
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『精神科医が教える後悔しない怒り方』
 …………………………………………………………………… ダイヤモンド社
●『いちばんわかりやすい確定申告の書き方』
 …………………………………………………………………… ダイヤモンド社
●『岩合さんちのネコ兄弟』 ……………………… 岩

いわ

合
ごう

光
みつ

昭
あき

●『新型コロナ時代のランニング』 … KADOKAWA
●『相

そう

剋
こく

』 …………………………………………………………………… 笹
ささ

本
もと

稜
りょう

平
へい

●『コーチ』 ……………………………………………………………… 堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

●『お探し物は図書室まで』 ………………… 青
あお

山
やま

美
み

智
ち

子
こ

●『誘拐ファミリー』 ………………………………………… 新
しん

堂
どう

冬
ふゆ

樹
き

【子どもの本】 
●『世界史探偵コナン』 ……………………………………… 小学館
●『おもしろ大発見！世界スゴすぎ事典』
 ……………………………………………………………………………………… 池田書店
●『まるごとサメ事典』 ………………………………… ポプラ社
●『おしりたんてい10 おしりたんていのこい⁉』
 …………………………………………………………………………………………… トロル

【絵本】 
●『ノラネコぐんだんケーキをたべる』
 ………………………………………………………………………………… 工

く

藤
どう

ノリコ
●『のびるじどうしゃ』 ………………………………… 平

ひら

山
やま

暉
てる

彦
ひこ

●『はじめてののりものずかん』
 …………………………………………………………………… 講

こう

談
だん

社
しゃ

ビーシー
●『ぼうしくんのクリスマスプレゼント』
 ……………………………………………………………………………………… 新

あら

井
い

洋
ひろ

行
ゆき

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
時
点
で
ま
だ
雪
は
積
も
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
こ
ろ
に

は
見
慣
れ
た
雪
景
色
と
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

様
々
な
場
面
で
混
乱
が
起
こ
り
、今
も

な
お
先
の
見
え
な
い
不
安
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。手
洗
い
・
う
が
い
・
消
毒
・
換

気
等
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、ぜ
ひ
健
康

な
年
越
し
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。来
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・
フ
ァ
ン
急
増
⁉

　

小
学
校
で
ひ
ま
わ
り
号
が

　
　
　
　
　
　

ア
ツ
い
！
・
・
・

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
時
々
紹
介
し
て

い
る
移
動
図
書
室「
ひ
ま
わ
り
号
」。今

回
は
特
に
利
用
者
が
多
い
小
学
校
で
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

11
月
に
津
南
小
学
校
に
行
っ
た
と
き
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
本
を
借
り

に
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、特
に
１
年
生

の
子
が
熱
烈
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

自
由
帳
で
ひ
ま
わ
り
号
の
絵
を
描
く

子
や
、友
達
同
士
で
ど
の
本
が
お
勧
め

か
を
話
し
合
う
子
な
ど
の
ほ
か
、中
に

は
自
発
的
に
片
づ
け
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
子
も
。

　

普
段
何
気
な
く
持
っ
て
い
る
本
が
、

た
く
さ
ん
集
ま
る
と
と
て
も
重
く
な
る

こ
と
に
驚
き
な
が
ら
、と
て
も
楽
し
そ

う
に
本
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
風
に
、ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も

楽
し
さ
を
見
い
だ
せ
る
の
は
子
ど
も
な

ら
で
は
の
す
ご
い
能
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
だ
単
に
本
を
貸
し
出

す
だ
け
で
な
く
、利
用
者
や
子
ど
も
た

ち
が
ひ
ま
わ
り
号
を
通
じ
て
楽
し
め
る

よ
う
、精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
休
館
日　

12
月
28
日
㈪
～
１
月
３
日
㈰
、

　
　
　
　
　

１
月
25
日
㈪

『マル農のひと』

　「農薬どころか肥料もいらん！」。道
どう

法
ほう

正
まさ

徳
のり

さ
んが長年検証して編み出した農法は、現代農
業の常識を覆す物だった。まるで小説のように
痛快な農家ノンフィクション。非常におススメ
です。

金
かな

井
い

真
ま

紀
き

　左
さ

右
ゆう

社
しゃ

運び方がなかなか様になっています。

広報ライブラリー
今月の１冊

12月 −師
し わ

走
す

−

12月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

砂
丘

お
そ
ろ
い
の
ペ
ン
ケ
ー
ス
七な

な

つ
同ど

う

級き
ゅ
う

生せ
い

読よ

み
書か

き
続つ

づ

け
脳の

う

活か
つ

目め

指ざ

す 

北
村
ま
さ
子

寒さ
む

い
夜よ

る

つ
い
手て

が
伸の

び
る
お
茶ち

ゃ

お
菓か

子し

い
つ
し
か
我わ

れ

の
腹は

ら

丸ま
る

く
な
る 

小
島
香
代
子

雪ゆ
き

降ふ

る
と
言い

い
し
予よ

報ほ
う

に
期き

待た
い

し
て

寝ね

た
る
が
今け

朝さ

も
道み

ち

乾か
わ

き
お
り
（
令
和
二
年
一
月
）

 
江
村
大
輔

初は
つ

雪ゆ
き

と
紅も

み

葉じ

に
燥は

し
ゃ

ぐ
吾あ

を
見み

た
る

友と
も

に
「
都と

会か
い

の
人ひ

と

か
」
と
笑わ

ら

わ
る 

石
橋
寿
子

雨あ
ま

垂だ

れ
の
音お

と

の
重お

も

し
と
外そ

と

見み

れ
ば

白は
く

菜さ
い

の
畑は

た

に
白し

ろ

く
積つ

も
り
ぬ 

津
端
恵
子

鱈た
ら

汁じ
る

の
湯ゆ

気げ

の
向む

こ
う
に
亡ち

父ち

が
い
る

た
だ
に
こ
に
こ
と
微ほ

ほ

笑え

ん
で
い
る 

貝
澤
圭
子

コ
ロ
ナ
禍か

を
吹ふ

き
飛と

ば
さ
ん
と
揚あ

が
り
た
る

段だ
ん

丘き
ゅ
う

花は
な

火び

に
町ま

ち

清き
よ

め
ら
る 

関
谷
郁
子

黄き

に
染そ

ま
る
寺て

ら

の
銀い

ち

杏ょ
う

の
遠え

ん

景け
い

に

連つ
ら

な
る
山や

ま

山や
ま

白し
ろ

く
変か

はわ

り
ぬ
（
初
冠
雪
） 

恩
田
久
美
子

休や
す

み
な
く
散ち

る
栃と

ち

の
葉は

に
近ち

か

づ
け
る

冬ふ
ゆ

の
間ま

近ぢ
か

き
風か

ぜ

を
感か

ん

じ
る 

丸
山
直
子

霜し
も

融と

け
て
屋や

根ね

よ
り
落お

ち
る
音お

と

繁し
げ

く

今き
ょ

日う

出し
ゅ
っ

棺か
ん

の
友と

も

の
死し

悼い
た

む 

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
一
月
）

や
き
い
も
の
や
う
な
腕う

で

し
て
焼や

き

藷い
も

屋や 

千
年
雄

サ
ル
ビ
ア
の
道み

ち

案あ
ん

内な
い

や
六ろ

く

地ぢ

蔵ざ
う 

壽　

子

紅も
み

葉じ

燃も

ゆ
百ひ

ゃ
く

万ま
ん

年ね
ん

の
ジ
オ
の
谷た

に 

緑　

曜え
う

日び

な
ど
忘わ

す

る
る
暮く

ら
し
秋あ

き

う
ら
ら 

芳　

司

わ
ら
ん
べ
の
仰の

け
反ぞ

り
な
が
ら
大だ

い

根こ

引ひ
き 

房　

良

秋あ
き

さ
び
し
昭せ

う

和わ

ひ
と
桁け

た

古ふ
る

く
な
り 

妙　

骨こ
つ

つ
ぼ
の
重お

も

き
を
抱だ

き
て
秋あ

き

時し

雨ぐ
れ 

美　

恵

狗い
ぬ

の
日ひ

と
決き

め
て
炬こ

燵た
つ

を
設し

つ
ら

へ
る 

れ
い
子

そ
ぞ
ろ
寒ざ

む

日ひ

ざ
し
求も

と

め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

フ
ミ
子

痩や

せ
た
ね
と
言い

は
れ
大だ

い

根こ
ん

二に

本ほ
ん

抜ぬ

く 

守　

人

ス
ト
ー
ブ
も
お
茶ち

ゃ

の
仲な

か

間ま

に
入い

れ
て
や
る 

渡　

舟

ゆ
っ
く
り
と
啜す

す

る
コ
ー
ヒ
ー
バ
リ
産さ

ん

の

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
木こ

枯が

ら
し
の
街ま

ち 

小
野
寺
恒
代

二に

階か
い

よ
り
眺な

が

め
飽あ

く
な
き
橙だ

い
だ
い

の

満つ

月き

は
雲く

も

間ま

に
姿す

が
た

隠か
く

し
ぬ 

高
橋
春
枝

見み

馴な

れ
た
る
四し

方ほ
う

の
山や

ま

山や
ま

移う
つ

ろ
ひい

て

日ひ

毎ご
と

に
変か

はわ

る
四し

季き

の
色し

き

彩さ
い 

内
山
キ
ク

祖そ

母ぼ

の
語か

た

る
「
昔む

か
し

む
か
あ
し
」
を
飽あ

き
も
せ
ず

聞き

き
て
育そ

だ

ち
し
わ
が
幼お

さ
な

き
日ひ

よ 

麻
績
初
恵

君き
み

と
我わ

れ

あ
り
ふ
れ
し
恋こ

い

に
な
る
ま
じ
と

焦あ
せ

れ
ど
流な

が

さ
る
し
き
た
り
の
中な

か 

滝
沢
勝
枝

雪ゆ
き

か
き
を
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
積せ

き

雪せ
つ

に

庭に
わ

新あ
た
ら

し
き
雪ゆ

き

が
光ひ

か

り
ぬ 

風
巻
京
子

囲い

炉ろ

裏り

辺べ

に
麻あ

さ

紡つ
む

ぎ
ゐい

し
祖そ

母ぼ

の
顔か

お

そ
れ
よ
り
後の

ち

の
記き

憶お
く

の
あ
ら
ず 

鈴
木
綾
子

わ
が
肩か

た

に
止と

ま
る
蜻あ

き

蛉つ

に
話は

な

し
か
け

背せ

に
秋あ

き

の
日ひ

を
受う

け
つ
つ
歩あ

ゆ

む 

萩
原
光
之

長
生
学
園

我わ

が
愛あ

い

車し
ゃ

に
ベ
ン
ツ
と
名な

づ
け
日ひ

に
二に

回か
い

学が
っ

校こ
う

下し
た

の
農の

う

道ど
う

歩あ
る

く 

中
村
武
子

短 歌

俳 句



A
nnuity corner

広報 26令和２年12月号

　

冬
本
番
を
前
に
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

増
大
し
て
い
ま
す
。寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て

く
る
と「
密
を
避
け
る
」た
め
の
こ
ま
め
な

換
気
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

夏
の
間
は
、窓
を
開
け
放
つ
事
で
対
処
で

き
て
い
ま
し
た
が
、寒
く
な
る
と
窓
を
開
け

る
事
に
よ
る
急
激
な
室
温
や
体
感
の
変
化

で
体
調
が
悪
化
す
る
場
合
も
あ
る
事
か
ら

閉
め
切
り
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の
が
、「
２
段
階

換
気
」で
す
。

　

人
が
い
な
い
廊
下
の
窓
や
使
っ
て
い
な

い
隣
の
部
屋
の
窓
を
開
け
て
少
し
ず
つ
外

気
を
取
り
込
み
、同
時
に
滞
在
し
て
い
る
部

屋
の
入
り
口
を
開
け
る
と
室
内
に
風
の
流

れ
が
で
き
ま
す
の
で
、効
率
よ
く
空
気
を
入

れ
替
え
る
事
が
で
き
ま
す
。暖
房
器
具
は
そ

の
ま
ま
使
用
し
た
方
が
電
気
代
の
節
約
に

も
な
り
、室
温
も
開
け
る
前
と
開
け
た
後
で

は
2
～
3
℃
変
化
す
る
程
度
で
す
。ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
も
1
日
2
回
程
度
こ
の
方
法
で

換
気
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
お
試
し

く
だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔11月〕
	 20日	 津南町建築協議会との懇談会
	 	 （産業建設常任委員会）
	 25日	 一般質問〆切日
	 30日	 第５回臨時会
	 30日	 十日町地域広域事務組合臨時
	 	 議会（議長・広域事務組合議会
	 	 議員）
〔12月〕
	 2日	 議会運営委員会
	 2日	 全員協議会
	 2日	 令和３年度建策要望回答会

	9日～11日	 第４回津南町議会定例会
	 17日	 長生学園閉園式（議長）

＜今後予定されている行事＞
〔１月〕
	 5日	 新潟県町村議会議長会議長
	 	 会議（議長）
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 10日	 町消防団出初式（全議員）

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 3000日 志賀春信（船山）
 1900日 福原幸子（外丸）
 1800日 保坂良雄（大井平）
 1700日 磯部昌一（割野）
 1500日 涌井和子（割野）
 1200日 桑原チヨ（秋成）
 800日 福原嘉定（外丸）
 700日 清水ヨキ子（田中）
 400日 反り目キミ子（中深見）
 200日 桑原　正（船山）

主な運動：健骨体操、ウォーキング、ラジオ体操、ゲート
ボール、水中ウォーク他

病
院
歳
時
記

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得

額
が
、
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受

給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
か
た

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た

（
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
か
た

（
以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る

◆
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
か
た

　

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
か

た
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
10
月

中
旬
頃
か
ら
、
請
求
可
能
な
旨
の
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）
に
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で

に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、
令

和
２
年
８
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
か
た

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
六

日
町
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請

求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

冬
に
お
す
す
め「
２
段
階
換
気
」

津
南
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　

　
管
理
者
　
秋
野
陽
子

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

請
求
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー
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会員区分 会費／年
個人チケット 15,000円
家族チケット 30,000円

プール／バーデ 40,000円
プール（小学生以下） 5,500円

フリー 50,000円

商
品
名　

柱
状
節
理
（
好
月
）

　
30
万
年
前
の
苗
場
溶
岩
は
中
津
川
を
超
え

沖
ノ
原
ま
で
達
し
、大
絶
壁
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
岩
肌
で
あ
る
「
柱
状
節
理
」
の
絶
景
を

表
現
し
た
お
菓
子
で
す
。

商
品
名　

ジ
オ
こ
が
し
（
好
月
）

　
雪
玉
型
の
お
菓
子
で
、
火
山
活
動
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
こ
の
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
表
面
に
は
雪
の
降
り
積
も
っ
た
様
を
砂

糖
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
苗
場
山
麓
の
歴
史

と
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
お
菓
子
で
す
。

特
産
品
紹
介

「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」
①

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、今
ま
で
の
当
た
り
前
が
で
き
な

く
な
り
、生
活
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

生
活
に
制
限
が
か
か
る
中
、感
染
症
対
策

を
行
い
な
が
ら
町
民
の
方
々
か
ら
Ｔ
ａ
ｐ
の

様
々
な
活
動
へ
の
参
加
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

の
利
用
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
も
、み
な
さ
ん
と
理
念
で
あ
る「
つ
な
が

り
」を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、改
め
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

来
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、歳
末
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
総
合
セ
ン
タ
ー

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

12
月
21
日
㈪
ま
で

・
卓　

球　
　
　
　

12
月
25
日
㈮
ま
で

・
ロ
コ
チ
ャ
レ　
　

12
月
22
日
㈫
ま
で

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
毎
日
利
用
す
る
方

や
週
１
回
程
度
の
利
用
の
方
な
ど
多
様
な
会

員
区
分
を
設
定
し
て
い
ま
す
。（
左
記
表
）

　

雪
が
降
る
と
運
動
す
る
気
持
ち
の
低
下
や

機
会
が
減
り
、体
調
維
持
や
体
型
維
持
が
難

し
く
な
り
ま
す
。ク
ア
ハ
ウ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
自
ら
の
心
の「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
」を
入
れ

る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
会
員
に
な
っ
て

い
な
い
方
で
会
員
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方

は
い
ま
せ
ん
か
？
残
っ
て
い
る
会
員
チ
ケ
ッ

ト
で
ク
ア
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
り
、
教
室
に

参
加
し
た
り
で
き
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
新
年
は
１
月
４
日
㈪
か
ら
通
常
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

・
12
月
29
日
㈫
ま
で
14
時
か
ら
の
通
常
営
業
で
す
。

・
12
月
31
日
㈭
、
１
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰
は

開
館
時
間
10
時
、
閉
館
時
間
17
時
と
な
り

ま
す
。
※
元
旦
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

本
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

年
末
年
始
の
予
定

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
利
用
方
法

ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員
の
チ
ケ
ッ
ト
が

施
設
利
用
や
教
室
で
使
用
で
き
ま
す

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク 

認
定
商
品

詳しくはクアハウス津南まで

チケット４枚→施設利用可能
チケット３枚→教室参加可能
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on Inform
ation

■人口9,260（−13）　男4,476（−５）　女4,784（−８）

■世帯数3,471（±０）　■転入／ 11　■転出／ 16　■出生／３　■死亡／ 11　■婚姻／０12月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第11回Myコレクション展
　会　期：令和3年1月16日㈯～2月28日㈰
　入　場：無料
　アニメのセル画、レコード、

十分杯など、さまざまなコレ

クションが集まりました。

　驚きに満ちたコレクショ

ンの数々を、どうぞお楽しみ

ください。

●スノーシュー ～なじょもんの森へ～
　日　時：1月10日㈰　9：00～ 11：00
　体験料：500円　　対　象：小学生～大人
　スノーシューの履き方、歩き方の練習もあり、

起伏の少ないコースで自然観察を行います。

　自然観察の後は、竪穴住居でのんびり過ごし

ます。

●和紙のあかり
　日　時：1月17日㈰　10：00～ 12：00
　体験料：1,500円　　対　象：小学3年生～大人
　コウゾからできる紙料を使って、柔らかいあか

りのランプシェードをつくります。

※ライトは別途950円かかります。

●『津南学』第9号刊行のお知らせ
　津南の自然・文化・民俗・歴史などの魅力を凝縮

した『津南学』の第9号が刊行されました。

　なじょもん・文化センター・歴史民俗資料館など

で、1,500円（税別）でお買い求めいただけます。

●学校の思い出の品はありませんか？
　なじょもんでは、かつて津南町にあった学校や分校の思い出の品を集め

ています。

　例えば学校名が入った記念の湯呑みや手ぬぐい・制服・校章など、ご寄贈

いただけるものがありましたら、ぜひご連絡ください。

●年末年始休館日のお知らせ
　12月28日㈪〜1月4日㈪を休館とさせていただきます。

　来年も皆さまのお越しをお待ちしています。

Myコレクション展

和紙のあかり

『津南学』 第9号

スノーシューで森へ

　

雪
が
降
っ
て
冬
の
津
南
町

ら
し
い
景
色
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。昨
年
度
は
雪
ま
つ
り
の
中

止
な
ど
冬
の
撮
影
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
の
で
、今
年
は
雪
景

色
な
ん
か
を
撮
り
に
行
き
た

い
で
す
ね
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

1 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

10日㈰ 9:00～11:00 スノーシュー　～なじょもんの森へ～ 500 低学年以上

17日㈰ 10:00～12:00 和紙のあかり　※ライトは別途950円 1,500 中学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

感
染
症
が
ま
た
拡
大
し
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、町
も
こ

れ
か
ら
始
ま
る
申
告
相
談
な

ど
に
向
け
て
対
策
を
し
て
い

き
ま
す
。私
も
取
材
や
訪
問
の

際
は
、感
染
症
対
策
を
ば
っ
ち

り
し
て
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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（寺石） 裕明さん
 由里恵さん
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（十二ノ木） 昌也さん
 真弓さん
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／
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

コ
ロ
ナ
禍
で
愛
知
県
の
有
志
グ

ル
ー
プ
が
生
ん
だ
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
広
め
る

「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。３
つ
の
輪
は

「
地
域
」、「
家
庭
」、「
職
場
・
学
校
」を
表
し
て
い
ま
す
。

大口千恵子さん	 （65歳・米原）

滝澤　リイさん	 （102歳・赤沢）

江村　ランさん	 （91歳・巻下）

江村　ソメさん	 （100歳・小島）

森口　幸子さん	 （64歳・宮野原）

中澤トシコさん	 （98歳・中深見）

藤ノ木和美さん	 （63歳・太田新田）

涌井　義一さん	 （62歳・宮野原）

大平健太郎さん	 （74歳・割野）

村山　チヨさん	 （78歳・押付）

小林タケヲさん	 （94歳・恵福園）

瀧澤　　登さん	 （85歳・陣場下）

吉野　和子さん	 （61歳・逆巻）


